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溜 i叫 立鳴ト
歴史シリーズ⑫ お磁諸制治総議~銃綴
(富山藩出兵の図) ア 日経:丸 ~
幕末のうごき ..........""一一一四一一

徳川300年の泰平のねむりは、ロシヤの南下によって破ら j
:れ、 幕府は文化3年(1806)各藩に海防の厳重を命じた。
わが越中においても、安政6年 (1859)4月24日、伏木港 j
:へロシヤの軍艦が乗り入れ、人々を騒がせた。このころから :

;国内の政治情勢も緊迫化し、世論は、勤王 ・佐幕に分かれて ;

:相抗争した。

「菊は栄える、葵は枯れる……」そのころの流行歌にうた ;
:われたように、根元のくさっていた徳川とし、う大木は、つL、:

;に倒れた。慶応3年(1867)12月、王政復古の大号令が発せ;
;られ、 江戸城は平和のうちに、 4月11日官軍に明け渡され;
;た。しかし、鳥羽、伏見の戦いの責任を追求されていた会津;

;藩の処理をめぐって、東北諸藩は新政府にそむいていた。東 j
:北に接する越後地方にもたちまちひびき、新発田藩をはじ ;

;め、北部の藩は、東北諸藩の同盟に加わって新政府に反抗し;
;た。 ;

新政府は、加賀藩に北陸道鎮護を命じ、越後の諸藩に対し;

;警戒させたが、さらに北陸道鎮撫総督兼会津征討総督高倉永 ;
;祐卿の指揮のもとに、まず薩 ・長2藩、ついで芸州 ・加賀 ・j
j富山の諸藩にも出兵を命じた。写真のように、富山藩も堂々 j
j銃槍をととのえ出陣していった。戦いは4月から、村上城落 i
j城の8月まで続いた。戦いは官軍に有利に展開したが、なか;
;でも河井継之助の指揮する長岡藩の抵抗は烈しく、一時は占;

:領した長岡城を奪回されるなど、苦戦の一幕もあった。
《いたん

j このような戦いのなかで、越中は兵姑基地としての重要な j
j役割りをはたした。軍需物資の徴発や役夫の徴集、戦地へゆ ;
:く兵隊の休泊地に物情騒然としたのである。

明治維新は日本が近代国家として生まれかわる夜あけであ ;

jった。富山県の夜あけ それはこのように北越戦争の戦鼓;

:のなかに迎えたのである。 :

〈今回をもって表紙の「歴史シリーズ」を終わります〉
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相
談
員
三
人
が
常
駐

r' 

ご
利
用
く
だ
さ
い

賢
い
消
費
者
づ
く
り
を
め
ざ

一

す
県
消
費
生
活
相
談
窒
は
、
九

得

月
一
日
、
中
田
知
事
、
姫
野
県

婦
人
会
長
が
テ
l
プ
カ
ッ
ト
を

行
な
い
、
県
民
会
館
一
階
南
側

一

?

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

叩

消
費
者
の
寄
り
ど
こ
ろ
と
な

岬

る
相
談
室
に
は
、
東
京
の
消
費

者
協
会
で
み
っ
ち
り
研
修
を
つ

ん
だ
生
活
相
談
員
三
人
が
常

.

駐
。
消
費
者
か
ら
の
買
い
も
の

相
談
や
苦
情
の
処
理
に
応
じ
る

ほ
か
、
科
学
的
な
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
情
報
や
資
料
を

!

展
示
し
、
県
が
来
年
度
に
計
画
唱

し
て
い
る
「
消
費
生
活
セ
ン
タ

軸

l」

の
ミ

ニ
セ
ン
タ
ー
ル
γ
も
い

う
べ

き
も
の
で
す
。
毎
日
午
前

八
時
半
か
ら
午
後
五
時
ま
で

ハ
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
日
曜
、

祭
日
は
休
み
)
開
館
し
て
お
り

ま
す
か
ら
、
自
由
に
ご
利
用
下

さ
い
。
(
テ
l
プ
に
ハ
サ
ミ
を

入
れ
る
中
田
知
事
と
姫
野
県
婦

人
会
長
)
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l県民意識調査まとまる l43メゲ人の希望尊重本
校

択

高

選

県民は何を求め、県政にどんなことを期待しているか。県

ではこのほど県政全般について、はじめての世論調査を行な

いました。

この調査は、県内の20才以上の男女1，200人を対象に、 5
月25日から6月4日まで、専門の東京、中央調査社に依頼し
行ない1，085人 (90.4%)の回答を得ました。項目では、道
路、交通安全、公害、消費者保護、社会福祉、保健衛生、青

年の船、教育、精神開発、社会教育、体力づくり、中小企業、

農業の振興、公聴、広報、一般県政の15項目について調査
し、その結果がまとまったものです。

みんなの県政

道路についての要望

路〕〔道
道
路
に
つ
い
て
の
要
望
は
、
県
民

の
七
四

・
五
軒
が
持
っ
て
お
り
、
舗

装
し
て
ほ
し
い
三
九

・
六
折
、
巾
を

広
く
し
て
ほ
し
い
二
九

・
六
軒
と
両

者
を
合
わ
せ
る
と
過
半
数
を
占
め
て

い
る
。
高
岡
、
魚
津
、
砺
波
地
区
や
農
山

漁
村
部
、
商
庖
街
関
係
で
は
道
路
改

〔交通安全〕

交通事故を防ぐためには

主通規制的強化

制関
限心県
やは民
耽育、の
革欲交
主主的通
てでで安
〆-，/ケあ全
¥ ノ1.宅り対
年 、策
りスに

規ピ対
制 lす
強ドる

ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

被
害
内
容
で
は
、
部
屋
や
洗
濯
物

が
汚
れ
る
こ
九
・

九
軒
、
睡
眠
の
じ

ゃ
ま
に
な
る
一
七

・
一
軒
、
目
、
の

ど
、
鼻
な
ど
が
や
ら
れ
る
一
五

・
七

軒
、
仕
事
や
勉
強
の
じ
ゃ
ま
に
な
る

一三

・
一
折
、
建
物
、
部
屋
が
い
た

む

一
0
・
八
軒
な
ど
と

な
っ
て
い

る
。
公
害
問
題
で
訴
え
や
相
談
を
し

た
人
は
わ
ず
か
に
一
九

・
九
ず
に
す

〔消費者保護〕

消費者を保護するため望むこと

消
費
者
が
県
行
政
に
求
め
て
い
る

施
策
を
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、

回
答
者
の
三
二

・
O
軒
が
商
品
の
正

し
い
品
質
、
量
目
の
指
導
を
あ
げ
、

二
七

・
三
軒
が
商
品
の
衛
生
指
導
を

あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、

一
四

・
七
軒
が
誇
大
広

告
の
取
り
締
ま
り
を
求
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
う
そ
つ
き
表
示
の
関
心
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。女
性
が
品
質
、
量
目
、
衛
生
面
な

ど
、
直
接
的
な
指
導
の
強
化
を
求
め

良
の
要
望
が
多
く
、
富
山
地
区
や
住

宅
地
で
は
舗
装
の
要
望
が
多
い
。

ま
た
、
住
宅
地
、
商
庖
街
の
交
通

安
全
施
設
の
要
望
が
多
い
こ
と
と
、

橋
に
つ
い
て
の
要
望
が
ほ
と
ん
ど
な

い
こ
と
か
ら
、
県
内
の
道
路
事
情
を

よ
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
。

主通安全教曹の充実

主通安全施設の聾繍

わ からな い

空通由指導取り縛ま
りの強化

言

化
二
八

・
五
軒
、
交
通
安
全
教
育
の

徹
底
二
八

・
O
軒
と
圧
倒
的
に
多

ぎ
ず
、
ま
た
、
相
談
先
と
し
て
は
市

町
村
一
一

・
一
軒
、
県
一

・
七
軒
、

警
察
一

・
七
軒
と
な
り
、
公
害
は
ま

ず
相
手
方
に
訴
え
る
の
が
最
本
望
ま

し
い
が
、
相
手
方
に
直
接
訴
え
た
の

は
四

・
六
行
に
す
ぎ
な
い
。
市
町
村

が
一
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
住

民
が
最
ホ
身
近
な
関
係
に
あ
り
、
公

害
に
敏
感
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

誇大広告の量り捕ま門流通彼倒的改善

て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
は
誇
大
広

告
の
取
り
締
ま
り
、
流
通
機
構
の
改

善
な
ど
、
構
造
自
体
の
改
善
を
求
め

て
い
る
。

チ
ク
ロ
入
り
食
品
に
対
す
る
意
見

と
し
て
は
、
監
視
員
の
増
加
と
取
り

締
ま
り
が
五
二

・
七
軒
と
圧
倒
的
に

多
い
。一
方
、
消
費
生
活
を
科
学
し
よ
う

と
い
う
目
的
で
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
を
設
置
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
れ
に
対
す
る
意
見
は
「
日
常

生
活
用
品
を
テ
ス
ト
し
た
い
」
と
い

交
通
安
全
教
育
へ
の
要
望
は
、
市

部
の
二
五

・
二
軒
に
対
し
て
、
郡
部

は
三
四

・
五
軒
と
多
く
、
事
故
発
生

場
所
が
主
要
市
街
道
か
ら
地
方
道
に

移
行
し
つ
つ
あ
る
の
で
、
郡
部
に
お

け
る
安
全
教
育
に
積
極
策
が
必
要
と

う
か
が
え
る
。

安
全
施
設
の
要
望
は
、
郡
部
の
一

一
・
五
軒
に
対
し
、
市
部
は
一
七

・

二
軒
と
多
い
。
地
区
別
で
は
富
山
地

区
が
二
二

・
五
割
引
で
他
の
地
区
よ
り

と
び
ぬ
け
て
多
い
の
が
目
立
つ
。

安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
運
転
者

教
育
が
二
五

・
一
折
、
歩
行
者
教
育

〔公 、IE
/

宝回

に
力
を
入
れ
る
が
二
二

・
三
軒
と
、

圧
倒
的
に
多
い
。

'
安
全
施
設
に
つ
い
て
は
、
歩
道
と

車
道
を
区
分
す
る
三
三

・
七
折
、
子

供
の
遊
び
場
を
作
る
一

0
・
五
軒
と

な
っ
て
お
り
、
県
民
の
考
え
方
は
、

施
設
整
備
の
理
想
と
も
い
う
べ
き
、

歩
車
道
分
離
の
原
則
を
要
望
し
て
い

る
。
ま
た
、
交
通
戦
争
か
ら
弱
者
を

保
護
す
る
と
い
う
考
え
方
が
切
実
に

反
映
し
て
い
る
。

ま
た
、
夜
間
に
お
け
る
道
路
環
境

の
整
備
と
も
い
う
べ
き
街
路
照
明
灯

の
増
設
が
一

0
・
三
軒
あ
る
。

一汚
'" 
庇

氷

-4-

どのような公害で因っているか

公
害
で
困

っ
て
い
る
県
民
は
、
調

査
対
象
者
の
三
分
の
一
に
あ
た
る
一
一
一

一一

・
四
折
、
地
区
別
で
は
富
山
地
区

三
七

・
九
軒
、
高
岡
地
区
三
二

・
八

軒
、
魚
津
地
区
三
二

・
O
折
、
砺
波

地
区
一
九

・
八
軒
と
な

っ
て
い
る
。

市
部
で
は
三
人
に
一
人
(
三
五

・

二
軒
)
が
、
郡
部
で
は
四
人
に
一
人

(
二
五

・
八
軒
)
の
割
合
で
被
害
を

J
 

V
 

。

う
回
答
が
三

0
・
八
軒
で
第
一
位
。

こ
れ
は
県
民
の
約
三
割
強
が
現
在
出

廻
っ
て
い
る
商
品
に
不
信
感
を
い
だ

〔社会福祉〕

動

悪

具煙音

訴
え
て
い
る
。

事
象
別
で
は
、
騒
音

一
0
・
一
軒

が
最
も
多
く
、
つ
い
で
ば
い
煙
七

・

四
軒
、
恵
臭
五

・
七
州市
、
振
動
五

・

六
軒
、粉
じ
ん
五

・
三
軒
、汚
水
廃
水

の
五

・
三
軒
と
な
っ
て
お
り
、
一
般

に
騒
音
は
振
動
を
伴
う
場
合
が
多
い

こ
と
を
考
え
る
と
、
騒
音
関
係
で
困

っ
て
い
る
人
は
、
さ
ら
に
大
き
な
ウ

い
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
自
ら
の

目
で
確
か
め
た
い
と
い
う
烹
欲
を
持

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
去
る
。

老後は子供に頼りたいかどうか

老
人
人
口
の
増
加
は
こ
ん
ど
ま
す

ま
す
進
む
。
本
県
に
お
い
て
も
、
現

在
一

O
人
に
一
人
が
老
人
で
あ
る

が
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
七
人
に

一

人
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
「
老
後
は

子
ど
も
に
頼
り
た
い
」
が
五
二
・
二

軒
と
過
半
数
を
占
め
、
親
子
の
強
い

キ
ズ
ナ
に
託
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

農
村
部
と
女
性
に
多
く
な

っ
て
い

る
。つ
ぎ
に
「
子
供
に
頼
り
た
く
な
い
」

「
頼
り
た
い
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と

該
家
族
化
の
時
勢
を
認
め
て
い
る
も

の
は
三
一

0
・
一
軒
と
、
子
供
へ
の
依

存
は
無
理
と
割
り
切
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
男
性
と
若
年
令
者
が
多
く

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
中
高
年
令
層

の
老
後
の
願
い
を
推
察
す
る
と
、

①
子
供
と
の
同
居
②
家
族
的
な
団

ら
ん

③
経
済
的
安
定
の
三
つ
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

子
供
に
頼
り
た
く
な
い
、
頼
り
た

い
が
無
理
だ
ろ
う
、
と
答
え
た
方
の

う
ち
老
人
ホ

l
ム
に
入
り
た
い
か
に

対
し
、
七
六

・
四
が
が
入
り
た
く
な

い
と
答
え
て
お
り
、
家
族
団
ら
ん
、

新
し
い
環
境
に
対
す
る
適
応
の
困
難

さ
お
よ
び
現
在
の
環
境
に
対
す
る
愛

着
な
ど
が
、
施
設
に
入
る
こ
と
を
ち

ゅ
う
ち
よ
さ
せ
る
原
因
と
も
考
え
ら

れ
る
。
つ
ぎ
に
ど
う
い
う
施
設
を
作
っ
た

ら
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
四

0
・
九
析
と
最
も
多
く
、

軽
費
老
人
ホ
1

土
三
ハ

・
四
軒
低
家

賃
の
老
人
向
住
宅
九

・
一
軒
と
な
っ

て
お
り
、
有
料
老
人
ホ
l
ム
の
入
所

- 5-



みんなの県政

希
望
が
な
か
っ
た
。

子
供
た
ち
の
施
設
と
し
て
ど
ん
な

施
設
の
充
実
が
よ
い
か
に
対
し
、
遊

園
地
が
三
九

・
二
軒
で
最
も
多
く
、

と
く
に
高
岡
地
区
が
五
七

・
五
軒

で
、
地
点
環
境
別
で
は
住
宅
、
商
庖

街
に
多
い
。
こ
れ
は
近
年
の
交
通
量

の
増
加
に
よ
る
安
全
な
遊
び
場
を
求

め
る
傾
向
に
あ
る
。

な
お
、
幼
稚
園
よ
り
も
保
育
所
の

希
望
が
多
い
こ
と
は
、
最
近
の
労
働

力
不
足
に
よ
る
共
稼
ぎ
、
内
職
な
ど

の
増
大
に
よ
り
、
長
時
間
保
育
の
必

要
を
訴
え
て
い
る
。

県
の
や
っ
て
い
る
保
健
衛
生
対
策

に
対
す
る
県
民
の
要
望
は
、
成
人
病

予
防
対
策
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体

の
五
九

・
六
析
を
占
め
て
い
る
。
こ

れ
は
、
か
つ
て
国
民
の
主
要
死
因
で

あ
っ
た
結
核
、
肺
炎
な
ど
の
感
染
性

疾
患
が
大
巾
に
減
少
し
、
か
わ
っ
て

脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
が
主
要
原

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
体

的
に
成
人
病
に
対
す
る
県
民
の
ひ
と

し
い
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
を
示
し

て
い
る
。

青年の船についての関心度

〔青年の船〕

一
日
打
一

一
旅
一

一
外

一

一
海
一

二
O
才
か
ら
三
九
才
ま
で
の
人
に

海
外
渡
航
の
意
向
を
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
最
近
の
海
外
旅
行
ブ
l
ム
を
反

映
し
て
、
海
外
へ
出
か
け
た
い
と
す

る
人
が
過
半
数
の
五
二

・
三
.
か
引
を
占

め
、
と
く
に
二

O
才
代
の
人
は
三
分

の
二
近
く
が
海
外
旅
行
を
望
ん
で
い

る。
政
府
の
「
青
年
の
船
」
を
知
っ
て

お
出
や
会
社
を
経
営
し
て
い
て
困

っ
て
い
る
人
は
七
一

・
二
軒
あ
る
。

そ
の
内
で
、
人
手
が
足
り
な
い
方

は
二
五

・
九
軒
と
最
も
多
く
、
本
県

の
労
働
需
給
の
逼
迫
状
況
を
示
す
も

の
と
い
え
る
。
競
争
が
激
し
い
と
答

え
た
人
が
二
四

・
一
軒
で
第
二
位
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
本
県
の
商
業
が
過

小
過
多
性
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら

い
る
人
は
六
五

・
八
軒
と
か
な
り
多

く
、
海
外
に
対
す
る
関
心
の
強
さ
が

う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、

「富
山
県

青
年
の
船
」
に
参
加
し
た
い
人
は
、

二
九

・
二
。
計
と
案
外
少
い
が
、
参
加

し
た
い
人
の
中
で
費
用
を
一
部
負
担

し
て
も
行
き
た
い
と
い
う
人
は
約
六

一一

・
一
軒
を
占
め
て
い
る
。

れ
る
。
儲
け
が
少
な
い
が
一
ご

・
八

計
で
第
三
位
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
労

働
力
不
足
に
よ
る
賃
金
、
金
利
負
担

な
ど
の
圧
迫
が
主
な
原
因
と
考
え
ら

れ
る
。で
は
、
何
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

か
と
い
う
と
、
融
資
の
強
化
が
第
一

で
、
つ
い
で
若
い
人
を
県
内
に
と
い

う
要
望
が
強
い
。

業〕

農業振興策として
県に室むこと

農地の基盤整備 8.1% I 
うまい米づくり 15.0% 

畜産， 生里子産菜， 果樹
11.4% I なと・の

農業の機械化 8.4% I 
工場誘致

農業後継者の育成 8.5% I 
農業資金の融資

農村婦人の健康管
E里

上環境下水を道なと生活
ょくする

その他
11
0.7% 

わからない 27.8% 

〔農

みんなの県政

こ
ん
ご
の
農
村
の
振
興
策
に
対
す

る
回
答
を
要
望
順
に
内
容
を
検
討
し

て
み
る
。

一
う
ま
い
米
手
つ
く
り
(
一
五

・
O

軒
)
生
産
地
の
農
村
で
は
二
了

一
軒
を
望
ん
で
い
る
の
に
対
し
、

住
宅
地
一
七

・
五
軒
や
商
庖
街
一

八

・
八
軒
な
ど
、
消
費
地
で
は
要

望
が
多
い
。

従
っ
て
、
良
質
品
種
へ
の
統

一
、
適
期
刈
取
り
、
異
臭
米
、
汚

染
米
の
防
止
、
適
正
乾
燥
に
よ
る

良
質
米
の
生
産
な
ど
を
重
点
に
、

対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

二

畜

産

、
野
菜
、
果
樹
な
ど
の
生

産
(
一
一

・
四
軒
)

こ
れ
も
住
宅
地
一
四

・
四
折
、

商
庖
街
一
七

・
O
軒
な
ど
、
消
費

地
の
要
望
が
生
産
地
七
・
六
軒
の

要
望
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

所
得
水
準
の
向
上
と
食
生
活
の

高
度
化
に
伴
い
、
動
物
性
蛋
白
質

や
野
菜
、
果
物
な
ど
の
旺
盛
な
需

要
が
あ
る
反
面
、
農
家
は
依
然
と

し
て
米
作
に
魅
力
を
も
っ
て
お

り
、
米
に
比
べ
て
価
格
、
流
通
面

な
ど
で
不
安
定
要
素
が
多
い
た
め

と
思
わ
れ
る
。

育〕

高校を選ぶ場合

〔教高
校
に
進
学
さ
せ
た
い
と
し
て
学

校
を
選
ぶ
基
準
は
、
本
人
の
希
望
に

そ
っ
て
が
四
三

・
三
軒
と
最
も
高

く
、
個
性
や
能
力
に
あ
わ
せ
て
二
三

・
五
軒
、

一
般
教
養
が
身
に
つ
く
よ

う
二

0
・
0
軒
と
な
っ
て
お
り
、
大

学
に
進
学
し
や
す
い
よ
う
に
が
九

・

六
軒
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
普
通
科
四

0
・
二
軒
、

職
業
科
二
七

・
三
軒
で
、
普
通
科
選

択
の
理
由
は
大
学
に
進
学
の
た
め
四

五

・
四
軒
、
一
般
的
な
教
養
が
身
に

つ
く
三
六

・
七
軒
、
子
供
の
希
望
二

三

・
六
。
計
と
、
必
ず
し
も
そ
の
目
的

が
明
確
で
な
い
。
一
方
、
職
業
科
で

は
学
歴
よ
り
も
実
力
社
会
に
応
じ
て

三
六

・
八
軒
、
就
職
の
た
め
二
六

・

0
軒
、
子
供
の
能
力
や
個
性
に
あ
っ

て
い
る
二

0
・
三
ず
な
ど
、
実
力
主

義
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き

る。一
精
神
開
発

一

心
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
方
法
に

三
農
業
後
継
者
の
育
成
(
八

・
五

軒
)年
令
別
に
見
る
と
四

O
代
二
一

・
三
軒
、
五
O
代
一

0
・
四
軒
が

熱
望
し
て
お
り
、
農
林
漁
業
の
後

継
者
に
対
す
る
不
安
が
大
き
い
。

四
農
業
の
機
械
化
(
八

・
四
軒
)

報〕

県政を何で知るか

〔広県
庁
や
県
の
出
先
機
関
に
ど
の
位

の
人
が
訪
れ
、
そ
れ
ら
の
人
に
対
す

る
県
職
員
の
応
待
が
ど
う
か
に
つ
い

て
の
調
査
で
は
、
県
庁
を
訪
れ
た
人

は
割
合
少
な
く
二
二
ニ
二
軒
で
あ
る
。

内
訳
は
郡
部
よ
り
も
、
市
部
、
女

性
よ
り
も
男
性
、
三

O
J五
O
代
が

多
い
。県
職
員
の
応
待
態
度
は
、
普
通
が

六
六

・
九
軒
。
親
切
一
五

・
三
軒
、

不
親
切
一
四
・
九
軒

と
な
っ
て
い

る。
県
へ
要
望
や
苦
情
を
伝
え
る
場

合
、
移
動
相
談
室
を
利
用
す
る
二
三

・
七
軒
、
県
庁
や
出
先
の
窓
口
へ
行

く
一
一
一

・
二
軒
が
上
位
を
占
め
、
そ

職
県
人
と
し
て
設
立
つ
よ
う
包

一
銭
教
養
が
身
に
つ

eょ
う
巳

本
人
目
希
望
に
そ
う
よ
う
に

つ
い
て
は
、
家
庭
内
で
の
話
し
合
い

を
大
切
に
す
る
六
一

・
六
軒
、
環
境

を
よ
く
す
る
一
三
二

・
三
折
、
読
書
を

す
す
め
る
二
二

・
四
軒
、
ま
た
、
し

つ
け
を
厳
し
く
す
る
一
五

・
O
軒
と

い
う
数
字
は
、
美
し
い
人
間
関
係
は

単
な
る
甘
や
か
し
か
ら
は
生
れ
て
こ

な
い
と
い
う
主
張
で
あ
ろ
う
。

一
体
力
つ
く
り

一

健
康
増
進
の
た
め
に
毎
日
何
ら
か

の
運
動
を
し
て
い
る
人
は
二
二

・
一

〔中小企業)

庖や会社を経営して困って

いることは

的
一担

u 

二
O
代
の
若
い
人
が
機
械
化
を

望
ん
で
い
る
。

五
基
盤
整
備
(
八

・
一
軒
)

農
林
漁
業
者
は
、
基
盤
整
備
を

施
策
の
ト
ッ
プ
に
挙
げ
て
お
り
、

こ
れ
に
対
す
る
農
家
の
意
欲
の
い

か
に
高
い
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。

8.おも

県

田

刊

行

物
オ間ピ

の
声
を
じ
か
に
伝
え
る
こ
と
の
で
き

る
方
法
と
、
県
議
会
を
通
じ
て
伝
え

〔一般県政〕

県政に望むこと

青少年の憧全育成

農林漁聾の撫興

社会福祉対策

交通安全対策

公害の防止

県
に
望
む
こ
と
と
し
て
は
左
の
と

が
引
で
あ
り
、
体
力
つ
く
り
が
叫
ば
れ

て
い
る
現
在
と
し
て
は
予
想
外
に
少

内九
、。

千
九

l
v地
域
別
で
は
差
異
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
女
子
の
実
施
率
九

・
七
軒
で

あ
り
、
男
子
一
七

・
二
軒
に
比
べ
て

低
い
の
で
、
こ
ん
ご
女
子
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
も
っ

と
奨
励
す
る
必
要
が

あ
る
。こ
の
調
査
を
通
じ
て
総
合
的
に
は

四
0
・
五
O
才
代
で
体
力
つ
く
り
を

す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、
よ
り

重
要
な
こ
と
は
、
青
少
年
の
こ
ろ
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
化
す
る
習
慣
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を

実
践
す
る
人
の
数
を
も
っ
と
増
加
す

る
こ
と
で
あ
る
。

一
運
動
施
設

一

運
動
施
設
の
中
で
最
も
要
望
の
高

い
も
の
は
、
運
動
広
場
三
八

・
六
軒

と
遊
園
地
の
三
八
・

二
州
市
で
あ
り
、

つ
い
で
体
育
館
の
一
三
了
六
軒
で
あ

る。

- 6一

人手が足りない 25.9% 

車電争がはげ Lい 24.1'% 

資金絞り h、苦しい

15.9% 

dぅ

種多

る
が
一
五

・
九
町、引
と
こ
れ
に
つ
い
で

い
る
こ
と
は
、
住
民
の
代
表
者
で
あ

る
県
議
会
議
員
と
県
民
と
の
結
び
つ

き
が
現
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
知
事
が
出
席
す
る
公
聴
会

の
場
(
六

・
四
。計)
と
か
、
直
接
知

事
へ
手
紙
を
出
す
(
四

・
七
軒
)
な

ど
、
生
の
芦
を
直
接
訴
え
、
県
政
に

反
映
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
現

わ
れ
て
い
る
。

県
の
仕
事
や
県
議
会
の
活
動
を
何

で
知
り
ま
す
か
に
対
し
、
テ
レ
ビ
が

六
九

・
一
軒
と
電
波
媒
体
が
優
位
に

あ
り
、
つ
い
で
新
聞
五
四

・
五
折
、

県
の
刑
行
物
八

・
二
軒
と
な
っ
て
い

る
。
男
性
お
よ
び
管
理
職

・
事
務

・

技
術
職
の
者
は
、
活
字
媒
体
に
よ
る

も
の
が
多
く
、
女
性
お
よ
び
高
令
者

は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る
周
知

度
が
高
い
。

県
が
実
施
し
て
い
る
広
報
媒
休
に

つ
い
て
も
こ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

- 7一

道路の盤情

保健医療対策

消費者の保護

中小企業の振興

学校教育の充実

へ急地目振興

局山治水対策

臨海工業地帯田造成

その弛

b からない

お
り
で
あ
る
。



みんなの県政

目 切に

読書は正しい姿勢で

を大
私
達
の
か
ら
だ
で
最
も
大
切
な
も

の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
脳

も
心
臓
も
大
切
で
す
。
手
や
足
も
、

な
け
れ
ば
非
常
に
不
自
由
で
す
。
し

か
し
、
何
と
い

っ
て
も
目
が
見
え
な

い
ほ
ど
不
自
由
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
目
は
知
識
や
楽
し
み
の
取
入
口

で
あ
り
、
ま
た
美
貌
の
中
心
で
も
あ

る
か
ら
で
す
。

目
の
病
気

目
の
病
気
に
は
、
軽
い
結
膜
炎
程

度
の
も
の
か
ら
失
明
す
る
も
の
ま
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
目
だ
け
を
わ
ず

ら
う
も
の
と
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

妊
娠
中
毒
症
な
ど
の
全
身
症
状
の
一

つ
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま

A 

た
り
す
る
こ
と
で
起
る
も
の
で
、
学

校
近
視
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
適
度

な
明
る
さ
の
も
と
で
、
適
当
な
距
離

を
保
っ
て
、
正
し
い
姿
勢
で
本
を
読

み
、
時
々
目
を
休
め
る
と
い
う
習
慣

を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
か
な
り
予

防
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
も
し

仮
性
近
視
と
い
わ
れ
で
も
、
あ
わ
て

て
眼
鏡
を
か
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
眼
科
専
門
医
の
と
こ

ろ
で
精
密
検
査
を
受
け
、
指
導
し
て

こ
と
し
も
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
富

山
村
へ
郷
土
か
ら
花
嫁
さ
ん
が
出
発

し
ま
し
た
。

花
嫁
さ
ん
は
、
入
善
町
下
立
、

農

業
半
場
栄
作
さ
ん
の
次
女
恵
子
さ
ん

つ
二
)
で
、
富
山
村
で
コ
ー
ヒ
ー

みんなの県政

花嫁さんブラジルヘ

、富山村、のコーヒー固に

自
の
愛
護
デ

l

あ
な
た
の
目
は

疲
れ
て
い
ま

せ
ん
か

す
。
近
視
、
遠
視
、
乱
視
の
よ
う
な

機
能
障
害
も
あ
れ
ば
、
色
盲
や
色
弱

の
よ
う
に
遺
伝
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い

る
病
気
に
風
疹
と
ベ

l
チ
ェ
ッ
ト
氏

病
が
あ
り
ま
す
。
風
疹
は
、
妊
娠
初

期
に
母
体
が
風
疹
に
か
か
る
‘と
、
胎

児
に
も
感
染
し
て
、
先
天
性
白
内
障

や
先
天
性
心
異
常
の
率
が
高
く
な
る

と
い
う
病
気
で
す
。
そ
し
て
残
念
な

こ
と
に
、
風
疹
に
有
効
な
予
防
注
射

は
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
氏
病
は
、
目
と
皮
膚

と
粘
膜
に
特
異
な
病
気
を
お
v

」
す
も

の
で
、
皮
膚

・
粘
膜
・
限
症
候
群
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
は

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

老
人
性
白
内
障

ま
た
、
老
人
に
多
い
も
の
に
老
人

性
白
内
障
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
進

行
性
で
、
水
晶
体
の
端
の
方
か
ら
に

ご
り
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
進
行
を

く
い
と
め
、
ま
た
な
お
す
薬
は
い
ろ

い
ろ
と
研
究
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

確
実
性
と
い
う
点
で
は
決
定
的
で
な

く
、
結
局
は
手
術
で
に
ご
っ
た
水
晶

体
を
と

っ
て
し
ま
う
ほ
か
あ
り
ま
せ

ググ

〆
d

d

グ

-
正
し
い
使
い
方

薬
は
病
気
の
治
療
、
予
防
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
の
健
康
上
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
薬

は
昔
か
ら
両
刃
の
剣
と
い
わ

れ
、
使
い
方
が
正
し
け
れ
ば

き
き
め
を
あ
げ
、
間
違
え
ば

だ

凶
器
と
も
な
る
と
い
わ
れ
て

戸
り

き
ま
し
た
。

九A

薬
を
正
し
く
使
い
健
康
を

乞

守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
薬
の

J

一ソ

ケ

l
ス
や
効
能
書
に
書
い
て

同
局

あ
る
こ
と
を
よ
く
読
み
、

十

健

分
注
意
し
て
薬
を
正
し
く
使

r

-

い
ま
し
ょ
う
。

)
}

用

法

、

用

量

を

正

し

く

仁

-

薬
は
年
令
、
体
質
、
症

£
l

状
な
ど
に
応
じ
て
、
用
法
、

ノ

¥

用
量
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

1
レ

す
。
こ
れ
を
正
し
く
守

っ

τL

て
服
用
す
る
こ
と
が
薬
を

も
っ

と
も
有
効
に
用
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
を
守

ら
な
い
と
薬
が
効
か
な
い
だ
け
で

な
く
、
中
毒
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

、lJノ
，，
 

dr、ho 

わ
ぬ
事
故
の
も
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
薬
を
正

し
く
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
な
と
こ
ろ
に
保
管
す
る

子
供
の
誤
飲
を
防
ぐ
た
め
に
、

子
供
の
手
の
と
ど
か
な
い
一
定
の

安
全
な
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ

よ
ノ
。
他
の
容
器
に
入
れ
か
え
な
い

殺
虫
剤
を
ジ
ュ
ー
ス
の
空
び
ん

固
な
ど
を
経
営
す
る
佐
々
木
昭
雄
さ

ん
(
二
七
)
と
結
婚
さ
れ
た
も
の
で

す
。
県
で
は
、
八
月
二
O
日
関
係
者

ら
が
出
席
し
て
お
祝
い
の
壮
行
会
を

聞
き
、
励
ま
し
ま
し
た
。

こ
の
マ
ブ
ラ
ジ
ル
の
富
山
村
を
は
じ

め
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
海
外
に
移

住
し
て
、
広
大
な
農
地
を
相
手
に
農

業
に
従
事
す
る
人
や
、
開
発
の
た
め

の
優
秀
な
技
術
者
を
求
め
て
い
ま

す。

網
膜
が
だ
ん
だ
ん
と
お
か
さ
れ
、
網

膜
剥
離
を
お
こ
し
た
り
、
白
内
障
が

あ
ら
わ
れ
た
り
し
て
、
再
発
を
く
り

か
え
し
、
結
局
失
明
す
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
れ
も

現
在
の
と
こ
ろ
決
め
手
と
な
る
治
療

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
眼
の
病
気
は
非
常

に
種
類
が
多
く
複
雑
で
、
こ
れ
か
ら

の
学
問
の
進
歩
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

仮
性
近
視

(偽
近
視
)

さ
て
、
小
学
生
や
中
学
生
、
高
校

生
に
多
い
も
の
に
仮
性
近
視
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
近
い
距
離
で
長
時

間
本
を
読
ん
だ
り
、
試
験
勉
強
を
し

ん。
目
の
愛
護
デ
!

一
O
月
一

O
日
は
「
目
の
愛
護
デ

l
」
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
あ
ら
た

め
て
目
の
大
切
さ
を
考
え
、
目
が
か

す
ん
だ
り
、異
和
感
が
あ
っ
た
ら
、我

慢
を
せ
ず
に
、
す
す
ん
で
眼
科
専
門

医
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

ふ
だ
ん
か
ら
、
丈
夫
な
か
ら
だ
を
つ

く
る
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

(
公
衆
衛
生
課
)

り
ま
す
。

服
用
の
時
間
を
守
る

服
用
の
時
間
を
間
違
え
る
と
効

き
め
が
薄
い
こ
と
が
多
く
、
ま
た

副
作
用
が
現
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
定
め
ら
れ

た
服
用
時
間
を
正
し
く
守
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

連
用
や
凱
用
を
し
な
い

同
一
の
薬
を
長
く
続
け
た

り
、
み
だ
り
に
服
用
し
た
り

し
ま
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
副

作
用
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
の

で
、
注
意
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

特
殊
体
質
の
方
は

薬
に
特
に
過
敏
で
中
毒
を

起
こ
し
ゃ
す
い
体
質
の
人
が

薬

(
と
く
に
か
ぜ
薬
や
鎮
痛

薬
な
ど
)
を
使
用
す
る
と
き

は
、
必
ず
医
師
、
薬
剤
師
に

相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で

す。

圃
薬
の
正
し
い
保
管
の
仕
方

薬
の
保
管
上
の
注
意
を
怠
る
と
思

- 8ー

に
入
れ
換
え
て
、
子
供
が
間
違
っ

て
飲
ん
だ
ら
大
変
で
す
。
薬
を
他

の
容
器
に
入
れ
換
え
る
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

湿
気
、
日
光
、
高
温
を
き
ら
う

一
般
に
薬
は
湿
気
、
日
光
、
高

温
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
ま
す
か

ら
、
せ
ん
を
固
く
し
て
、
日
か
げ

の
涼
し
い
安
全
な
場
所
に
保
存
し

ま
し
ょ
う
。

(
薬
務
課
〉

十

月

の

解

説

か

ん

な

陰
暦
の
十
月
の
こ
と
を
グ
神
無

月
d

と
い
い
ま
す
。
一
般
に
全
国
各

地
に
散
在
し
て
い
る
神
々
が
、
こ
の

月
に
は
出
雲
の
国
(
島
根
県
)
に
集

ま
っ
て
、
る
す
に
な
る
の
で
、
神
無

月
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
説
に
は
、
こ
の
こ
ろ
は
お
米
の

収
穫
期
で
、
お
米
を
原
料
と
し
て
お

酒
を
醸
成
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
醸

成
と
い
う
こ
と
を
、
や
ま
と
こ
と
ば

で
グ
か
み
な
し
。
と
い
っ
た
の
で
、

か
み
な
し
月
が
由
来
と
な
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

あ
る
い
は
、
陰
暦
十
月
に
な
る
と

雷
も
な
ら
な
く
な
る
の
で
、
H
H

か
み

な
り
な
し
月
。
が
な
ま
っ
た
と
す
る

説
も
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
は
第
一
説
が
採
用
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
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ずJ、グ滑
川
周
辺
に
地
震
。
を
想
定

陸
海
空
ーーーー_.‘

体
の
県
防
災
訓
練

去
る
九
月
八
日
八
時
三
十
分
、
富

山
湾
沖
合
い
百
キ
ロ
付
近
の
海
底
に
大

規
模
な
地
震
が
発
生
。

震
源
に
最
も
近
い
滑
川
市
周
辺
で

震
度
六
の
烈
震
と
な
り
、
家
屋
は
次

々
と
倒
壊
、
繁
華
街
を
中
心
に
大
火

災
と
な

っ
た
。
一
方
、
富
山
湾
沿
岸

へ
大
津
波
が
来
襲
、
漁
船
同
志
が
激

突
し
て
炎
上
す
る
も
の
、
流
失
す
る

も
の
の
ほ
か
、
遭
難
者
も
相
当
数
に

の
ぼ
り
、
海
岸
の
護
岸
提
防
は
欠
壊

L
、

み
る
み
る
う
ち
に
市
内
へ
浸

水
、
そ
の
惨
状
、
目
に
余
る
も
の
と

な
り
・•••• と
い

b
地
震
災
害
が
も
し
起
き
た

ら
犬
変
と
、
こ
ん
な
想
定
で
県
総
合

防
災
訓
練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

中
田
知
事
は
、
訓
練
本
部
長
と
な

り
、
陣
頭
指
揮
。
地
元
消
防
団
、
自

衛
隊
、
警
察
、
国
鉄
、
地
鉄
、
日
赤

救
護
班
、
電
力
会
社
な
ど
、
陸
に
海

に
空
に
関
係
機
関
の
真
け
ん
な
防
災

訓
練
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
市
民
も

ま
た
、
ま
さ
か
の
場
合
を
考
え
て
、

避
難
訓
練
や
炊
き
出
し
に
一
致
協

力
、
こ
の
訓
練
の
成
果
を
盛
り
あ
げ

ま
し
た
。
い
つ
、
ど
ん
な
と
き
写
主
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害

J
t頃
の
心

構
え
こ
そ
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
、
こ

の
防
災
訓
練
は
教
え
て
く
れ
ま
し
ea--EFE
 

た。

遭難者の救出に一役かう警察機動隊
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活

伝

が

改

源

、
昇

。

土

む

水

が

庄

き

び

よ

め

に

な

地

排

け

と

あ

犯

の

と

な

の

つ

で

生

と

い

の

水

ば

上

る

出

り

、

、

と

、

大

た

の

た

流

害

。

、
グ

設

つ

数

度

れ

地

じ

地

に

ん

の

た

斗

川

流

れ

が

な

流

よ

ど

こ

川

ど

び

こ

ぐ

渓

有

る

は

ン

を

に

当

斜

崩

斜

生

土

全

組

た

つ

の

河

上

け

床

と

の

害

ほ

る

勘

な

た

。

防

い

、

い

に

リ

ど

止

目

傾

砂

傾

が

、

保

り

ゅ

あ

と

ず

、
な

河

因

こ

水

る

す

神

川

、
た

こ

深

て

て

帯

一

な

防

司

が

土

急

壊

り

の

取

租

で

水

ま

し

し

て

原

、
、

れ

積

寺

て

き

仰

山

い

し

地

ボ

ル

り

ヵ

地

、

、

崩

た

地

に

の

い

お

、

か

止

つ

の

で

は

わ

堆

丸

願

っ

て

未

、

築

止

り

の

ネ

ベ

家

土

で

を

砂

し

土

護

ち

斗

な

ば

し

防

よ

濫

い

き

い

が

口

常

あ

し

は

を

防

ベ

め

ン

す

民

の

地

域

土

を

て

保

た

の

日

。
え

。

を

に

氾

お

と

と

砂

t

、
が

こ

を

で

ど

を

す

た

ト

地

、
え

斜

地

、
事

し

の

し

と

今

る

い

う

廃

出

水

に

い

害

土

県

川

川

起

水

果

な

出

地

く

k

。

か

う

傾

る

し

工

限

命

く

水

、
い

と

ろ

荒

流

洪

期

多

砂

に

本

航

れ

を

洪

防

堤

流

、
除

批

亡

る

ほ

の

の

あ

定

に

制

人

た

洪

れ

て

水

あ

の

の

、
水

が

土

地

。

黒

ば

水

大

砂

堰

の

た

を

や

し

い

の

そ

上

が

指

う

を

、
ら

い

治

で

地

砂

て

出

量

ろ

跡

る

、
あ

洪

な

、
防

砂

ま

水

孔

り

て

そ

、

以

れ

て

よ

用

め

る

は

え

続

修

山

土

し

砂

し

害

あ

川

な

大

う

に

砂

土

表

水

た

め

り

度

恐

し

い

利

と

い

医
師
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、

へ
き
地

ま

し
た
。
い
ち
ば
ん
被
害
を
受
け
て

へ
も
行
く
と
い
う
条
件
で
採
用
し
て
い
る
本
県
全
体
の
米
に
つ
い
て
、
た

お
り
ま
す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
へ
い
へ
ん
農
民
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
か

き
地
に
派
遣
し
て
診
療
に
あ
た
る
予
け
て
い
る
こ
と
は
、

本
当
に
遺
憾
に

定

で

す

。

思

っ

て

お

り

ま

す

。

「
な
ん
と
う
ま

い
米
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

も
た
い
へ
ん
よ
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
は

思
い
ま
す
が
、
県
、
農
協
、
農
民
の

方
々
も
一
緒
に
な

っ
て
、
こ
の
汚
名

の
返
上
に
、
こ
れ
か
ら
も
ず
い
ぶ
ん

長
い
時
聞
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
十
分
な
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

みんなの県政

土木部砂防課
グ
み
な
さ
ん
と
県
政
を
結
ぶ
d

公
聴
会
か
ら

..・ーーーーーーーーー..・.ーーーーー'ー'ー・-----_.ーーーー・..ーーー・・・ーーーーーーーー----町田ー'ーーーー・・R・・・岡田・・・・・・・・・・・・・・・・・・-----ー'ー...句"・・・ーーーー

H
H

愛
と
繁
栄
d

の
中
田
県
政
は
じ
め
て
の
公

聴
会
は
、
八
月
四
日
高
岡
会
場
を
皮
切
り
に
、

八
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
と
し
の
県
政
公

聴
会
は
、
各
会
場
ご
と
に
地
元
に
関
連
深
い
テ

ー
マ
で
代
表
発
言
者
が
意
見
を
述
べ

、
あ
と
残

り
時
間
を
一
般
発
言
と
す
る
新
方
式
で
開
催
し

ま
し
た
。
か
み
な
さ
ん
と
県
政
を
結
ぶ
d

公
聴
会
か
ら

の
戸
を
次
に
い
く
つ
か
ひ
ろ

っ
て
み
ま
し
た
。
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る
の
か
。

中
田
知
事

県
下
で
、
公
害
防
止
条

例
の
規
制
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
工
場

は
約
五
千
余
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

法
的
に
は

っ
き
り
し
た
規
制
、
罰
則

あ
る
い
は
行
政
命
令
な
ど
を
伴
っ
た

規
則
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
規
定
以
下

で
あ

っ
た
場
合
は
困
難
で
す
が
、
再

三
再
四
行
政
指
導
的
に
勧
告
を
行
な

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
も
う

そ
う
い
う
住
民
の
戸
在
無
視
す
る
企

公
害
発
生
企
業
に
対
す
る

態
度
は

間

テ
レ
メ
ー
タ
l
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
県
の
公
害
セ
ン
タ
ー
へ
自
動
的

に
デ
ー
タ
ー
を
送
っ
て
く
る
装
置
が

で
き
る
そ
う
だ
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

で
常
時
監
視
体
制
が
ス
ム
ー
ズ
に
強

化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
ん

ご
規
制
基
準
を
無
視
す
る
企
業
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
行
政
指
導
を
す

廃
。

な
り
、
若

者
は
子
供
の
教
育

の
た
め
借
家
を
し

て
、
近
く
の
市
町

村
へ
出
て
い
る
。

残
る
の
は
五
十
才

以
上
の
者
ば
か

り
。
十
一
月
末
か

ら
五
月
ま
で
は
雪

の
た
め
全
く
孤
立

の
状
態
で
あ
る
。

何
分
貧
し
い
た
め

、
外
へ
出
る
力
も

な
い
。

一
日
も
早

く
希
望
し
て
い
た

ダ
ム
の
着
工
を
お

願
い
し
た
い
。

中
田
知
事

ダ
ム

に
つ
い
て
は
、
こ

と
し
の
十
一
月
頃

か
ら
つ
け
か
え
道

路
な
ど
を
着
工
す

業
は
、
つ
ぶ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い

ん
だ
と
い
う
感
覚
が
、
全
部
に
い
き

わ
た

っ
て
お
り
ま
す
。
県
民
の
健
康

と
環
境
保
全
を
前
提
に
し
な
い
県
政

は
、
あ
り
得
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。

山
村
に
医
師
派
遣
を

問

医
師
の
不
足
は
全
国
的
な
問
題

と
思
う
が
、
と
く
に
当
地
方
の
よ
う

な
広
範
囲
か
つ
冬
期
間
に
積
雪
の
多

い
山
村
で
は
、
医
師
の
不
足
に
悩
ん

で
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

県
で
医
師
を
採
用
し
て
派
遣
す
る
と

い
う
制
度
も
あ
る
そ
う
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
医
師
に
よ
る
村
内
の
巡
回
診

療
を
は
か

つ
て
ほ
し
い
。

阿
部
厚
生
部
長

県
で
は
、
移
動
保

健
所
と
中
央
病
院
の
へ
き
地
医
療
セ

ン
タ
ー
の
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

医
師
不
足
だ

っ
た
中
央
病
院
も
、
た

だ
い
ま
は
定
員
ま
で
あ
と
三
名
と
い

う
と
こ
ろ
ま
で

こ、
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

工
事
の
段
階
で
い
ま
申
さ
れ
ま
し
た

電
灯
な
ど
の
問
題
も
村
長
さ
ん
と
十

分
ご
相
談
を
し
、
何
と
か
解
決
い
た

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
少
な

く
と
も
電
灯
が
つ
く
よ
う
、
ま
た
、

文
化
の
施
設
で
あ
る
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ
な
ど
も
お
使
い
に
な
れ
る
よ
う
配

意
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
お
待
ち
願
い
ま
す
。

新
産
業
都
市
指
定
と

山
村
振
興
法
の
関
係

間

立
山
町
が
新
産
業
都
市
に
入

っ

て
い
る
の
で
、
山
村
振
興
法
が
適
用

さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
の

点
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
い
。

中
田
知
事

本
県
の
場
合
は
、

一
八

も
山
村
振
興
法
の
適
用
を
受
け
ら
れ

る
地
域
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た

め
に
、
そ
の
半
分
し
か
指
定
さ
れ
て

富
山
米
の
汚
名
返
上
を

問

最
近
、
カ
ド

ミ
ウ
ム
汚
染
米
に

つ
い
て
、
富
山
米
の
評
判
が
非
常
に

悪
く
、
汚
染
さ
れ
な
い
米
を
出
荷
す

る
地
帯
の
者
は
迷
惑
に
思
っ
て
い

る
。
こ
の
際
、
思
い
切
っ
て
富
山
米

と
い
う
銘
柄
の
名
を
別
な
も
の
に
し

て
は
ど
う
か
。
将
来
の
自
由
化
に
備

え
て
、
南
砺
地
方
の
米
を
「
な
ん
と

う
ま
い
米
だ
ろ
う
」
と
、
い
わ
ゆ
る

ゴ
ロ
合
わ
せ
を
し
て
、
こ
れ
を
ひ
と

つ
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
売
り
込

も
う
と
意
図
し
て
い
る
。
銘
柄
の
名

前
と
し
て
は
、
か
つ
こ
う
な
も
の
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

中
田
知
事

カ
ド
ミ
ウ
ム
問
題
は
全

国
に
い
ろ
い
ろ
な
波
紋
を
投
げ
か
け

。

い
な
い
わ
け
で
す
。

今
年
度
か
ら
新
産
都
市
の
指
定
を

受
け
て
い
て
も
、
山
村
振
興
法
の
指

定
の
た
め
の
調
査
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
や

っ
と

希
望
を
い
れ
て
も
ら

っ
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
指
定
さ
れ
る
場
合
に

は
、
新
産
業
地
区
か
ら
脱
退
し
て
も

ら
う
と
い
う
問
題
が
あ
る
わ
け
で

す
。
過
疎
対
策
と
い
た
し
ま
す
と
、

山
村
振
興
法
は
非
常
に
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
を
も

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
町

自
体
の
問
題
と
し
て
も
お
考
え
い
た

だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

山
村
の
学
校
は

五
日
制
に
で
き
な
い
か

間

八
尾
町
の
大
長
谷
に
は
、
小
矢

部
と
か
下
新
川
の
先
生
が
非
常
に
多

く
お
い
で
に
な
る
。
土
曜
日
に
家
に

帰
る
場
合
、
六
時
半
の
最
終
バ
ス
で

わが国では、いまなお学歴偏重、三

ホワイトカラー偏好の風潮が根強

く残っており、このことが技能者

不足の大きな原因となっている。

そこで労働省では、このような風 E 

潮を排して、本人の適性と能力に

応じて技能を伸ばそうと、職業訓

練事業を実施している。

これは労働者または労働者にな E 

ろうとする人たちに対し、職業に

必要な知識や技能を習得させ、職三

業の安定と地位の向上をはかり、 三

社会の発展に役立てようとするも E 
の。

訓練は、園、県、市町村または E 

雇用促進事業団などが行なうもの三

に分けられ、県ではすでに11の高三

等技能学校を設置して、技能者の三

養成にあたってし、る。雇用促進事 E

業団(労働省の予算によって運営) ~ 

が行なっているものに、富山、魚

津両総合高等職業訓練校がある。 三

「ここは、県の行なっている高等 E 

技能学校の期間l年に対し、2カ

年間みっちり技能を磨いて、熟練

工として社会に送り込む施設で E

す」と係官は語ってしる。 三

広々とした実習場では、溶接や三

木工に生徒たちが名工めざして励 E 

んでいた。 三

訓練科目は、富山では鋳造科ほ三

か7科 (定員300名〉。魚津は、電三

子機器科ほか5科(定員150名)と E 

みんなの県政

高等職業訓練校

県庁本館4階にあ

り、係は業務、砂防、地

すべりの3係である。

- 12ー

谷

間

に

光

を

問

利

賀
村
水
無
部
落
は
、
今
日
ま

だ
電
灯
も
電
話
も
な
く
、
テ
レ
ビ
も

入
ら
ず
、
昔
の
ま
ま
の
ラ
ン
プ
生
活

で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
度
に
ダ
ム

に
よ
る
水
没
部
落
と
定
め
ら
れ
た
た

め
、
ダ
ム
の
規
模
が
縮
小
に
な

っ
た

今
日
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
、
発
展

性
の
な
い
部
落
で
あ
る
。
小
学
校
は

帰
る
と
家
に
つ
く
の
が
十
二
時
近
く

に
な
る
。

翌
日
正
午
に
な
り
ま
す
と
月
曜
日

の
授
業
の
た
め
に
も
う
出
か
け
て
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
休

日
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
い

う
事
情
の
学
校
に
は
、
休
日
二
日
制

で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
に
所

定
の
科
目
を
勉
強
さ
せ
る
よ
う
に
認

め
ら
れ
な
い
か
。

塩
谷
教
育
長

ご
意
見
は
た
い
へ
ん

す
ぐ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
す
。
夏
休
み

の
期
間
、
あ
る
い
は
全
体
と
し
て
の

授
業
時
間
の
問
題
を
確
保
す
る
範
囲

内
で
、
こ
う
い

っ
た
こ
と
を
現
在
一

部
で
や

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
ご
ざ
い

ま
す
。
も
う
少
し
全
般
で
工
夫
し
合

っ
て
、
制
度
的
に
大
幅
に
活
用
で
き

る
よ
う
な
方
法
を
考
え
た
い
と
思

っ

て
、
現
在
い
ろ
い
ろ
と
関
係
の
方
々

と
話
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま

す

。

(

相

談

室

〉
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公害部を新設
9月定例県議会ひらく

九
月
定
例
県
議
会
は
、
九
月
十

九
日
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算

三
二
億
二
二
五
万
円
の
補
正
。
公

害
部
の
設
置
。
電
気
局
か
ら
企
業

局
へ
の
名
称
変
更
、
公
害
紛
争
処

理
条
例
、
交
通
安
全
対
策
協
議
条

例
な
ど
四
四
案
件
(
報
告
、
承
認

含
む
)
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
長
に
は
、
谷
原
理
一

氏
、
副
議
長
に
は
鹿
熊
安
正
氏
を

選
出
。
金
子
出
納
長
の
辞
任
(
企

業
管
理
者
に
就
任
〉
に
伴
う
後
任

の
出
納
長
に
竹
島
総
務
部
長
の
選

任
を
同
意
し
て
、
十
日
間
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

こ
れ
で
一
般
会
計
予
算
の
累
計

は
、
七
一

O
億
二
、
三
三
六
万

四、

0
0
0円
と
な
り
ま
し
た
。

直

接

請

求

の

県

議

会

ひ

ら

く

県
公
害
防
止
条
例
改
正
を
め
ぐ
っ
て

富
山
県
公
害
防
止
条
例
の
改
正
を
求
め
る
住

民
の
、
直
接
請
求
に
よ
る
臨
時
県
議
会
は
、
八

月
二
十
五
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
本
会
議
を
聞
き
、
会
期
を
一

日
に
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
期
決
定
に
あ

た
り
、
会
期
を
三
日
間
と
主
張
す
る
社
会
党
議

員
が
動
議
を
提
出
。
広
井
議
長
が
質
疑
、
討
論

を
省
略
し
て
採
決
し
た
た
め
、

一
時
は
大
荒
れ

と
な
り
、
ま
し
た
。

中
田
知
事
が
提
案
理
由
を
説
明
。
約
三

0
0

人
の
傍
聴
者
が
熱
心
に
見
守
る
中
で
質
問
戦
に

入
り
、

「
住
民
の
願
い
を
き
い
て
条
例
を
改
正

せ
よ
」
と
い
う
野
党
側
と
「
こ
ん
ど
の
新
条
例

は
、
住
民
福
祉
中
心
に
改
正
し
ま
し
た
」
と
す

る
県
の
説
明
で
、
審
議
は
平
行
線
を
た
ど
り
な

が
ら
、
結
局
改
正
案
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
日
議
会
事
務
局
で
は
混
乱
を
さ

け
る
た
め
、
昭
和
二
四
年
の
公
安
条
例
の
審
議

以
来
二
一
年
ぶ
り
に
傍
聴
券
を
発
行
し
ま
し

た。

白
岩
川
ダ
ム
用
地
補
償
に
調
印

白
岩
川
ダ
ム
用
地
補
償
の
調
印
式
は
、

八
月
二
七
日
県
庁
知
事
室
で
行
な
わ
れ
、

県
か
ら
中
田
知
事
、
地
元
か
ら
釜
土
勘
左

衛
門
白
岩
川
ダ
ム
建
設
委
員
長
ら
五
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

白
岩
川
ダ
ム
は
、
白
岩
川
総
合
開
発
の

一
環
と
し
て
、
立
山
町
白
岩
地
内
に
建
設

さ
れ
る
も
の
で
、
ロ

ッ
ク
フ
ィ
ル
と
重
力

式
の
複
合
ダ
ム
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、

下
流
の
洪
水
被
害
防
止
と
耕
地
の
か
ん
が

い
用
、
立
山
町
地
区
の
上
水
道
用
と
し
て

多
目
的
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
工
費
は
一
七
億

六、

0
0
0万
円
で

今
年
度
内
に
着
工
し

昭
和
四
十
八
年
度
に

完
成
の
予
定
で
す
。

完成した豪雪山村開発総合センター

豪
雪
地
区
の
か
文
化
の
殿
堂。

豪
雪
山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
完
成

過
疎
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
国
の
指
定
を
う

け
て
利
賀
村
に
建
設
中
の
豪
雪
山
村
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
ほ
ど
完
成
。
八
月
二
一
日

中
田
知
事
ら
関
係
者
三

O
O人
が
出
席
し
て
完

工
式
を
あ
げ
ま
し
た
。

同
セ

ン
タ
ー
は
、
豪
雪
山
村
開
発
の
拠
点
と

し
て
建
設
さ
れ
た
も
「

J
、
北
陸
地
方
で
は
初

め
て
の
も
の
で
す
。
建
坊
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
l

ト
四
階
建
、
延
て
六
五

O
平
方
財
、
総
工
費

七
、
二

O
O万
円
。

中
に
は
、
農
協
事
務
所
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト、

美
容
室
、
産
業
実
習
室
、
辺
地
診
療

所
、
保
健
室
、
産
室
、
老
人
・
婦
人
・

青
年
各

研
修
室
、
会
議
室
、
結
婚
式
場
、
食
堂
、
中
学

校
寄
宿
舎
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住民請求によって開催された臨時県議会で説明する中田知事

福老
祉人

初
め
て
の
県
民
会
議
ひ
ら
く

あいさつする中田知事

富
山
県
で
初
め
て
の
グ
豊
か
な
老
後
の
た
め

の
県
民
会
議
d

は
、
九
月
一
四
日
県
民
会
館
に

約一

O
O
人
の
老
人
や
関
係
者
が
参
加
し
て
聞

か
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、
老
令
人
口
の
急
激
な
増
加
に
伴

い
、
老
人
の
就
労
、
医
療
対
策
、
福
祉
の
向
上

な
ど
早
急
な
充
実
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
聞
か
れ
た
だ
け
に
、
会
場
は
県
民
あ
げ
て

老
後
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
よ
う
と
い
う
雰
囲

気
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

「
老
後

の
所
得
保
障
」
「
老
後
の
保
健
と
医
療
対
策
」

「
老
人
福
祉
対
策
」
「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
あ

り
方
」
の
、
四
研
究
部
会
に
わ
か
れ
て
代
表
者

の
発
表
を
も
と
に
、
七

0
年
代
の
老
人
福
祉
問

題
に
つ
い
て
全
員
が
豊
か
に
老
後
を
送
ろ
う
と

折
言
い
あ
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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食事はいちばん楽しいとき

大勢での食事は食欲もすすむ

県
立
流
杉
老
人
ホ

l
ム

(富
山
市
流
杉
)

昔
は
「
古
稀
」
と
い

っ
て
、
人
生
七
十
ま
で
生
き
る
人
は
稀
だ

と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
や
平
均
寿
命
は
七
十
歳
を
こ
え

ま
し
た
。

本
県
の
六

O
歳
以
上
の
方
は
、
昭
和
四
十
年
に
は
九

・
八
軒
で

し
た
が
、
昭
和
五
十
年
に
は

二

了

七
軒
、
六
十
年
に
は
二
二

・

四
軒
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
一
五
年
後
に

は
県
民
の
う
ち
七
人
に
一
人
が
老
人
で
占
め
る
と
い
う
訳
で
す
。

そ
こ
で
、
県
で
は
老
人
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
六
五
才
以
上

の
方
で
、
身
体
、
精
神
、
環
境
上
の
理
由
と
経
済
的
な
理
由
か
ら

家
庭
で
生
活
が
困
難
な
人
た
ち
に
、
楽
し
い
生
活
を
送

っ
て
い
た

だ
こ
う
と
養
護
老
人
ホ
ー
ム
(
定
員
一
五

O
人
)
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
六
十
五
才
以
上
の
方
で
、
か
ら
だ
や
精
神
上
に
欠
陥
が

あ
る
た
め
、
い
つ
も
介
護
を
必
要
と
し
、
か
つ
家
庭
で
世
話
が
困

難
な
老
人
を
収
容
し
、
身
の
ま
わ
り

一
切
の
世
話
を
す
る
特
別
養

護
老
人
ホ

l
ム
(
定
員
五

O
人
)
も
設
置
。
こ
こ
で
老
人
た
ち
は
、

な
ん
ら
心
配
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

近
く
の
民
生
委
員
、
市
町
村
役

場
、
あ
る
い
は
社
会
福
祉
事
務
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。
費
用
は
原

則
と
し
て
無
料
で
す
が
、
収
入
の
状
況
に
よ

っ
て
一
部
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

， 

わが子をいつくしむよ うに菊作り に余念がない

3 
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名 るさ
だ越 。れ
つ 中 てー
たの い
の寵た
はの こ
、j度と E
神り が
通と う
)11し品、E
飛で ご
越古か E
国来 わ ー
境有れ

みんなの県政

u.t 
左子

安
ニ士二

首滝
町

も

ち

こ

ぼ

立
山
町
虫
谷
乳
子
場
部
落
、
白
岩

い
わ
む
ろ
の
セ
き

川
支
流
の
虫
谷
川
に
「
岩
室
滝
」
が

あ
る
。
滝
の
高
さ
は
二
四
対
で
、
白

い
棒
状
を
な
し
て
紺
碧
の
滝
査
に
落

下
し
、
白
い
泡
を
沸
か
し
て
そ
の
響

き
は
百
雷
を
聞
く
よ
う
で
あ
る
。

滝
壷
は
深
く
、
水
深
五

M
は
あ
ろ

う
。
水
面
上
の
岩
壁
は
深
く
え
ぐ
ら

れ
て
洞
窟
を
な
し
て
お
り
、
滝
査
に

溢
れ
て
流
れ
る
水
は
深
く
下
方
に
浸

蝕
し
て
峡
谷
を
つ
く
り
、
下
流
に
は

岩
塊
が
点
在
し
、
あ
る
い
は
累
々
と

重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
と
く
に
藤
の

老
幹
が
渓
聞
を
横
切
り
、
飛
竜
が
ま

さ
に
昇
天
す
る
あ
り
さ
ま
な
ど
は
、

実
に
一
大
秘
境
を
思
わ
せ
る
。

滝
の
境
域
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
桟

道
を
設
け
、
渓
聞
に
二
つ
の
橋
を
設

け
、
十
分
鑑
賞
で
き
る
施
設
が
あ

る。

E
4
b
t1
 

mq
 

あ

L
五
百
石
駅
か
ら
パ
ス
で
谷
口
駅
下
車

(二
O
分
)
谷
口

3
岩
室
沌
徒
歩
ニ

O

分
(
ニ
J
)
自
家
用
車
は
乳
子
場
都
世
間

ま
で
徒
歩
五
分

れ哀妻の
、話 八 も
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は
大
き
く
違
う
。
一
方
は
観
光
遊
覧

の
た
め
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
。
片
方
は

過
疎
山
村
の
生
活
の
道
具
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
構
造
は
ど
う
か
。
大
綱

を
張
り
渡
し
、
そ
の
綱
に
人
間
の
乗

る
容
器
を
ぶ
ら
さ
げ
、
ツ
ル
ベ
を
た

ぐ
る
方
法
で
渡
っ
て
い
く
。
材
料
が

木
の
ツ
ル
べ
か
ら
金
属
に
変
わ
り
、

カ
ゴ
が
ゴ
ン
ド
ラ
に
変
わ
り
、
手
動

式
か
ら
電
動
式
に
変
わ
っ
て
も
、
基

本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
J

横
に
動
く

も
の
を
縦
に
動
か
し
た
だ
け
の
相
違

で
あ
る
。
祖
先
何
百
年
来
の
生
活
の

知
恵
と
同
じ
も
の
が
、
最
新
の
乗
り

物
の
中
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

寵
の
渡
り
が
文
献
に
現
わ
れ
る
の

は
鎌
倉
時
代
の
初
期
か
ら
で
、

「越

の
方
」

、

「越
中

・
越
後
の
境
」

「白
山
山
ろ
く
」
な
ど
と
記
さ
れ
、

北
陸
地
方
山
間
独
得
の
珍
し
い
渡
河

施
設
と
し
て
、
中
央
文
人
か
ら
注
目

- 19一
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日曜日の朝はテレビで県政を

県政の広報事項を、フィルム構成および対談で放送

します。(毎週日曜日〉

北日本放送 (7:35_， 7:50) 富山テレビ (7:30_， 7:45) 
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彼

ゴ
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輸
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一十
番
一
時
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伺
定
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四
十
五
円
印
刷
中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社


